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1.　食 品 冷凍 の 温度 及 び 処理 時 間 に 伴 う構 造変 化 を組

織 化 学 的 に調 べ る こ と は ，こ れ ら冷 凍食 品 の 基 礎 的 研 究

とし て重 要 で あ ろ うと考 え ら れ る の で馬 鈴 薯 につ い て 冷

凍 条 件 に よ る正 常 組 織 構 造 の変 化 を 実 験的 に追 求 し た。

2.　仙 台市 内 に て市 販 品 を求 め材 料 とし た 。冷 凍 温度

は0,   -5,  -10,  -25,  -72 °C で そ れ ぞ れ1,    5,   10,  30 日

目 に 材料 を採 取し た が-72 °C で は30 秒 間 の 材料 の み で

あ っ た。 材 料 は す べ て0 °～4 °Cの10% 緩 衝 ホ ル マ リ ン液

固 定 ，パ ラ フ ィ ン 包 埋,   2）μ に て 切 片 作 製 ， 一般 構 造 は

H-E  染 色 ， 蛋 白 質 ，多 糖類 ， 核酸 を 組 織 化 学的 に 検 索

し た 。

3. 冷 凍 処 理 に 伴 う正 常組 織 構造 の 変化 は 処理 温 度 に

よ っ て 異 な っ て 出 現し た 。 o°c 及 び-72C °で は 各 々 の 正

常 構 造 を保 つ が-5 °,   -10°, -25 °C で は顕 著 な 変 化 が 認

め ら れ た。 す な わ ち組 織 内 に 大 小 の 不 定 形 空 胞 が 形 成 さ

れ 周 皮 コ ル ク組 織 の 剥 離 ・ 維 管 束 の 拡 張 ・ 断 裂 ， 細 胞 壁

の変 形 ・破 砕, 原 形 質 の 剥 離 ・流 出, デ ン プ ン粒 の 変 形 ・

亀 裂 等 が認 め ら れ た 。 な お こ れ ら 空 胞 は-5 °C で は 主 と

し て 細胞 間 隙 に 比 較 的 大 な るも の を,  -10 °,  -25 °C で は

細 胞 間隙 と 細胞 内 に 形 成 され 組 織 を 破 壊 し てい る の を認

め た 。


